
○　本校の概要 令和7年3月6日

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

１：
７０
未満
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３：
８０
以上

3.5

２：
７０
以上

3.2

③情報技術を適切に活用した授業の実施
を通して、情報活用能力の育成を図ってい
る。

3.4

②学校内外での様々な体験活動や自己評
価する習慣づくりを推進し、自ら考え判断
する力や、他者と協働していく力の育成を
図っている。

2.8

3.7

③現代社会における地球規模の課題を自
分事として捉え、その解決に向けて考え、
行動する力の育成を図っている。

④乳幼児期から中学校まで円滑な接続を
行うため、保幼小の連携や小中一貫の視
点に立った教育を行っている。

方向性 取組指標

①STEAM教育等の教科等横断的な学び
や科学教育を推進し、課題解決力や新た
な価値を創造する力の育成を図っている。

①外国語教育指導員の活用などにより、
英語に慣れ親しみながら会話をする機会
を増やし、英語力やコミュニケーション能力
の向上、豊かな国際感覚の育成を図って
いる。

②我が国や郷土の伝統や文化の学習、人
権教育を推進し、自分とは異なる文化や価
値観をもつ相手を理解し、互いに尊重し合
う心の育成を図っている。

社会の様々な課
題を自分事として
捉え、主体的に
考え、他者と協
働し、問題解決し
ていく意欲や、予
測困難な未来社
会を切り拓いて
いくために重要な
創造力や課題解
決力、情報活用
能力を育成しま
す。

③体育や保健体育の授業など様々な機会
を通して、健康教育や食育を推進し、基本
的な生活習慣の確立を図っている。

3.3

Ｄ

①道徳科を中心とした各教科等での学習
などを通じて継続的に道徳教育を実施し、
豊かな情操や道徳心の育成を図っている。

②学習習熟度に応じた指導や個に応じた
学習支援、各種検定の実施を通して、すべ
てのこどもに確かな学力の育成を図ってい
る。

目標に対する成果指標
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これまでの取組…〇
今後の改善策　…◆
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成果
評価

令和６年度　大田区立西六郷小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

【自分や友達、地域のウェルビーイングの実現を目指す学校を創ります】
・「生きる力」の基盤となる基礎的・基本的な学力の定着を図ります。　　・校内研究「おおたの未来づくり」の学習を通して、よりよい未来を作るための創造的な資質・能力の育成を図ります。
・保護者・地域・スクールサポートにしろくと連携し、学校のニーズに合わせた授業補助や環境整備を行い、充実した教育活動を展開します。　　・「歌声の響く学校」の伝統を継承し、音楽の力で豊かな感性と素直な心を育みます。
・縦割り班活動や学校行事、スポーツテストなど、子ども同士が交流する機会をとおして、よき校風を継承します。　　・体育の学習を中心に、なわとび月間や持久走月間、早寝早起き朝ご飯の取組などを関連付けて、体力向上・健康の保持増進を図ります。

2

学校関係者記入欄

〇今年度校内研究で「おおたの未
来づくり」の基礎研究・授業づくり
に取り組んだ。５回の授業研究を
通し、課題を解決する力、新たな
価値を創造する力、その素地の
育成を目指した授業づくりについ
て全教員で学びを積み重ねてき
た。また、教科横断的な学びや創
造的な資質・能力の育成のため
に各学年で年間指導計画を作成
し、取り組んだ。

〇「おおたの未来づくり」の授業づ
くりにおいては、「実社会で活躍す
る人との連携」「学習サイクルや
振り返りの工夫」「ICTの活用」を
全学年共通の手だてとし、取り組
んできた。

◆振り返りについては、視点を定
めて振り返ることを習慣付けたり、
振り返りを共有し自らの学習に役
立てたりすることを学年に応じて
段階的に身に付けられるようツー
ルや方法について研究を継続し
ていく。

◆情報活用能力の育成について
は、全学年で確実に指導や経験
を積み重ねていく必要性を感じ、
「情報活用能力♯東京モデル」を
活用し、指導状況を視覚化し、学
校全体で推進していく。

○小中一貫教育の会で中学校と
連携し、「相手意識をもってすすん
でコミュニケーションを図る児童生
徒を育てる指導」を外国語科の重
点指導事項として日常の授業づく
りに取り組んだ。

◆外国語教育指導員を活用し、
休み時間のイングリッシュカフェ等
の機会を設定し、児童が自分から
英語でコミュニケーションを図れる
機会を増やしていく。

○中・高学年では各教科の授業
の中で現代社会の課題について
学習し、自分事として捉え考えを
もたせるようにしてきた。「おおた
の未来づくり」に関連し、創造的な
資質・能力の育成を意識すること
で、考えたことを発信する機会が
増えてきた。

◆全ての学習を通し、低学年から
発達段階に応じ、こどもたち自身
が社会における課題を自分事とし
て捉えられるよう意識して指導す
る。また課題解決に向け、表現し
たり行動したりする力を付けさせ
ていく。

◆環境教育の視点から給食でス
トローを使わないことを推奨してい
く。身近なところから問題意識をも
ち、行動することを学校全体で推
進する。

3

〇今年度は音楽会・展覧会を実
施した。これらの行事に向けての
取組や事前事後の交流活動など
を通し、音楽や図工に楽しんで取
り組む児童の姿が多く見られた。
また、課外活動である合唱部や合
唱団の歌声を全校で鑑賞する機
会を多く設定し、「歌声が響く学
校」の伝統を継承し、音楽を通し
て豊かな感性と素直な心の育成
を目指してきた。

○分かりやすい授業と明確な目
標を提示し、スモールステップで
指導することで多くの児童が学習
に前向きに取り組めた。

○低学年では、学校特別支援員、
学校特別補助員の活用により、配
慮を要する児童の個別対応がで
きている。

○「早寝早起き朝ご飯」月間だけ
でなく、長期休業日にも生活リズ
ムを整えるための取組（いきいき
ハピ貯金）を実施することで、生活
習慣を意識して過ごす児童が増
えてきた。

○スタートカリキュラムの工夫によ
り、１年生がスムーズに学校生活
に慣れ、活動することができた。

◆放課後補習をより効果的に実
施するために、実施方法や学習
内容を見直し、学習補助員と連携
し充実を図る。
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２：
７０
以上

１：
７０
未満

４：
９０
以上

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

・多様な情報から適切なものを選び出し、考え、まとめ
る力が付いてきているように思う。
・地域の行事などに参加している児童はとても積極的
に行動している。
・児童及び保護者のアンケート結果は、全ての項目に
おいて肯定的な回答が80％以上と高い評価を得てい
るため、学校の取組の成果が出ていると思う。更に向
上を目指して取組の継続をお願いします。（個別目標１
～６を通して）

・英語に授業で触れたり、お友達の多言語に触れる機
会もあったりしてこどもたちの意識は広がっていて、考
え方の違いを認め合うところにつながっていて上手に
なってきたと思う。
・外国語教育については次のように感じている
　幼児期→発音は覚えている
　成長期→自分の考えをはっきり言える→国語能力

・行事への取り組みはとても熱心に活動している様子
が見られる。学習習熟度に関しては、補習により補わ
れているように思うが、個々のばらつきがかなり見られ
るように思う。

児童アンケート「地
域について知ろう
としたり、すすんで
行動したりしていま
すか」の設問に対
して「よくしている」
「している」と回答
した児童の割合
(80.1%）

４：
９０
以上

３：
８０
以上

２：
７０
以上

１：
７０
未満

４：
９０
以上

Ａ

個
別
目
標
１

予
測
困
難
な
未
来
社
会
を
創
造
的
に

生
き
る
力
を
育
成
し
ま
す

英語での実践的
なコミュニケー
ション能力を高め
るとともに、我が
国や郷土の伝統
文化に触れ、尊
重する心や、協
力していく態度を
育成します。ま
た、国際社会・地
域社会に関心を
もち、持続可能な
社会を形成して
いく態度を形成し
ます。

個
別
目
標
２

世
界
と
つ
な
が
る
国
際
都
市

お
お
た
を
担
う
人
材
を
育
成
し
ま
す

児童・生徒が豊
かな人生を生き
ていく上で基礎と
なる力として、豊
かな心や確かな
学力、健やかな
体を育成します。
また、乳幼児期
から中学校まで
の一貫性のある
教育を推進しま
す。

個
別
目
標
３

一
人
ひ
と
り
が
個
性
と
能
力
を
発
揮
す
る

た
め
の
基
礎
と
な
る
力
を
育
成
し
ま
す

児童アンケート
「すすんで友達と
考えを伝え合っ
ている」の設問に
対して「よくできて
いる」「できてい
る」と回答した児
童の割合
（84.9%）

保護者アンケー
ト「学校は一人一
人のこどもを大
切にした教育活
動をしています
か」の設問に対し
て「よく当てはま
る」「やや当ては
まる」と回答した
保護者の割合
（88.1%）

Ｄ

7

2Ｂ

Ｃ



４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

Ｄ

Ａ 7

１：
７０
未満

Ｄ
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４：
９０
以上

３：
８０
以上

２：
７０
以上

3.2

3.5

3.1

Ｃ

3.5

3.7

３：
８０
以上
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Ｂ 1

Ｂ 2

保護者アンケート
「学校はスクール
サポートにしろくを
活用し、授業を支
援したり環境を整
えたりするなど、こ
どもの育ちを支え
る仕組みをつくっ
ている」の設問に
対して「よく当ては
まる」「当てはまる」
に回答した保護者
の割合（90.2%）

〇「おおたの未来づくり」や１～４
年生の創造的な資質・能力育成
を目的とした各教科の授業づくり
により、地域の方を授業パート
ナーとする、地域に根ざした学習
活動が充実してきた。

〇「スクールサポートにしろく」に
は、各学年の授業支援、安全指
導のサポート、図書館整備、読み
聞かせボランティア、夏のわくわく
スクールなど年間を通じて教育活
動を多岐にわたってサポートして
もらっている。その様子を学校
ホームページでその都度伝えるこ
とで保護者にも理解を広げること
ができた。

〇体育健康地区公開講座・学校
保健委員会・道徳授業地区公開
講座などの機会に保護者に積極
的に参加を呼び掛け、昨年に比
べ参加者は２倍以上に増加した。

◆保護者の関心をさらに高めるた
め、こどもと一緒に参加したりこど
もの授業を参観したりする形で参
加者数を増やしていく。また学校
公開時に限らず外部講師による
出前授業などの機会に積極的に
保護者の参観を呼び掛けていく。 Ｄ

Ｃ

１：
７０
未満

③教職員の業務適正化等に取り組み、児
童・生徒に教員が向き合う時間を確保する
等、ウェルビーイングを高める取組を行っ
ている。

①インクルーシブ教育システムの構築に向
けて、教員の資質・能力の向上や校内にお
ける支援体制の充実、特別支援教室巡回
指導教員との連携等を行っている。

③スクールカウンセラーやスクールソー
シャルワーカーとの連携等、児童・生徒・保
護者が相談しやすい環境を整備し、一人
ひとりの能力や可能性を最大限に伸ばす
ことを意図した指導や支援を行っている。

2.9

3.4

3.5

3.7

②教職員がそれぞれの専門性を生かした
り、地域の特色を生かしたりして教育活動
を行っている。

②避難訓練や安全指導日などを通して、
危険や災害に対する教育を関係機関と連
携しながら進めている。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・安全
な学校生活づくりを踏まえて、学習環境を
整備している。

②学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見、早期対応等の
ための組織的な対応を実施している。

3.8

①児童・生徒一人ひとりの可能性を引き出
す個別最適な学びと協働的な学びの一体
的な充実の視点による授業改善を行って
いる。

Ａ 8

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

③家庭教育に関する情報の発信やPTAな
どと連携した講演会・学習会、またはその
双方を実施している。

②登下校の見守り活動等の、児童・生徒の
健全育成や安全指導に係る取組を地域の
協力により実施している。

4

２：
７０
以上

①「地域コミュニティの核としての学校づく
り」を目指して地域と学校が連携・協働した
様々な活動を実施している。

3.2

個
別
目
標
７

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
に
よ
る

地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
の
核
と
し
て
の

学
校
を
つ
く
り
ま
す

地域コミュニティ
の核としての学
校づくりや地域の
特色を生かした
学校づくりを進め
るとともに、学校・
家庭・地域が連
携・協働して、地
域社会全体でこ
どもたちを育成し
ます。

４：
９０
以上

２：
７０
以上

３：
８０
以上

３：
８０
以上

保護者アンケート
「学校は、教室や
校舎内外の環境を
整備するなどのこ
どもの安全確保の
ための取組を行っ
ている」の設問に
対して「よく行って
いる」「行っている」
と回答した保護者
の割合（93%）

校内研究等の
OJTの充実を通
して、教師の授
業力を向上させ
ます。また、質の
高い教育を実現
するため、学校
の組織的な運営
力を向上します。
あわせて、教師
がやりがいをもっ
て働くことができ
る魅力的な環境
づくりを進めま
す。

個
別
目
標
４

学
校
力
・
教
師
力
を
向
上
さ
せ
ま
す

４：
９０
以上

個
別
目
標
５

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
生
き
る

た
め
の
学
び
を
支
援
し
ま
す

困難のある児童・
生徒一人ひとり
の状況にあわせ
て教育環境を整
えるとともに、相
談機能の充実を
図ることで、すべ
ての児童・生徒
が自分らしくいき
いきと生きるため
の学びを支援し
ます。

保護者アンケート
「学校はわかりや
すい授業に努めて
いますか」の設問
に対して「よく当て
はまる」「やや当て
はまる」と回答した
保護者の割合
（91.9%）

２：
７０
以上

１：
７０
未満

児童アンケート
「自分にはよいと
ころがある」の設
問に対して「当て
はまる」「どちら
かといえば当て
はまる」と回答し
た児童の割合
（84.9%）

４：
９０
以上

１：
７０
未満

学校施設につい
て、ICT環境等の
教育環境の整備
を推進するととも
に、児童・生徒の
安全・安心を向
上させるための
教育を推進しま
す。

個
別
目
標
６

柔
軟
で
創
造
的
な
学
習
空
間
と
安
全
・

安
心
な
教
育
環
境
を
つ
く
り
ま
す
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Ｂ

Ｄ

〇毎月１回の安全点検だけでな
く、危険な箇所や学習環境として
望ましくない状態の場所があれ
ば、すぐに情報共有し、素早く対
処した。教職員の公務災害が起
こった箇所についても事務主事・
用務主事と連携して改善した。

〇保護者の要望に応じ、今年度
全ての学年の教室に着替え用
カーテンを設置した。

〇毎月の避難訓練については、
実施後に毎回振り返りを行い、よ
り実践的な訓練になるよう改善を
加えてきた。

〇矢口消防署や大田区防災課の
協力を得て、初期消火訓練、煙ハ
ウス体験、起震車体験を実施し
た。

◆地域防災訓練へのこどもや保
護者の参加人数が少ないことが
課題である。コミュニティスクール
化や「おおたの未来づくり」授業を
通し、地域防災に対するこどもの
関心を高め、こどもからの発信で
課題解決を図っていきたい。

Ｂ 1

4

・防災への意識が高まっており、ひろばで訓練を行った
際にもこどもたちから「知ってる」などの声がよく聞かれ
るようになった。安心・安全の面が学校だけでなく地域
へも広がっていくことを期待したい。

・地域と学校は進んで行動していることに保護者の
方々からの高い評価を頂き、ありがたく存じます。た
だ、保護者の方々の参加が今少し少ないと感じます。
共働きや新住民としてなかなか行動に一歩がまだ遠く
感じられます。この状況は今始まった訳ではありませ
ん。地域の一員として心の持ち方ひとつで方向は全身
します。私も共働きではありますが、少しずつ近付き、
コミュニティづくりに努力しています。
・地域として協力してまいります。
・地域社会全体でこどもたちを育てる、支えることがで
きているため、PTAなどとの連携に今後発展していくこ
とを期待している。
・学校⇔家庭⇔地域の連携でPTAの役割が昨日してい
ない状態なので、学校⇔地域の連携強化をお願いした
い。スクールサポートも協力します。

〇授業力・教師力向上の目的で、
若手教員のための主任教諭等に
よるOJT研修を年５回実施した。
指導教諭の模範授業や他校研究
発表会など学校外での研修によ
る学びを自主的に伝達する教員
も出てきて、学び合う職場の風土
が高まったきた。

〇授業観察の指導案を教員間で
公開し、授業を見合って学べるよ
うにした。

◆学校全体で初任者の授業を見
て助言する機会をさらに増やす。

◆今年度から教科担任制を取り
入れられるようにしたが今年度は
未実施である。高学年で取り入れ
られるところから取り入れていく。

◆産休代替や若手教員が増えた
ことで適切な仕事分担に課題が
生じた。業務適正化のために、分
掌組織や時程、会議の実施方法
等を見直し、教員の放課後の時
間を確保する。

4

・いじめや不登校などの問題に即対応してくださってい
ることに感謝いたします。また、情報共有をさせていた
だき、今後も連携して行わせて頂きたい。
・乱暴な言葉に関しては、地域では親がこどもに、クラ
スでは教師が、大人の気持ちに余裕がないときに発し
ているように思われる。

〇特別支援教育の充実を図るた
め、矢口特別支援学校のコーディ
ネーター派遣制度を活用し、長期
休業日中に全教員対象の研修会
を実施した。また、指導上課題の
ある児童への対応を検討するた
め、３回の来校相談を継続的に実
施した。

〇全児童を全教職員で見守る育
てる指導体制のもと、週１回の生
活指導連絡会を待たず日常的に
報告・連絡・相談することが教員
間で習慣となり、いじめを未然防
止・早期発見・早期対応すること
につながった。

〇いじめだけでなく、家庭の状
況、不登校、特別支援教育上の
気付き等をいつでも素早く情報共
有し、場合に応じてスクールカウ
ンセラーやスクールソーシャル
ワーカー、こども家庭支援セン
ター等の関係機関と連携し、該当
児童や家庭を支援してきた。

◆今年度からスクールカウンセ
ラーが２名体制になり、週２回配
置となった。２名体制のメリットを
さらに生かせるよう、引き続き情
報共有を密にしながら相談機能
の充実を図る。

3

Ｃ


